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日本 の消 防 団[火 消]
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PrlnceSatsuma'ssummer
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鹿 児 島 に お け る 薩 摩 侯 の夏 の
邸 宅[ウ ォ ル ター ・カ ー 卿 の
写 真 よ り]
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Gardensofthesummerpalace
夏 の 邸 宅 の 庭[ウ ォ ル タ ー ・
カ ー卿 の写 真 よ り]
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長 崎 湾 の 入 口 に あ るパ ペ ンベ ル
クの 島[長 崎 湾 の 入 り江]
Vueprlseauxenvlronsde
Nagasak1
長 崎 近 郊 の 景 色[中 島 川 ・出 島
へ 渡 る橋]
LepontdesPortugals




長 崎 近 郊 の風 景
Jonqueschinoisesdansles
paragesdelamerinterieure
瀬 戸 内 海 の沿 岸 の 中 国 風 ジ ャ ン
ク[島 陰 に 停 泊 す る帆 船]
VuepriseaSimonosekienface
deKokoura
下 関 か ら小 倉 を見 る
DetroitdeVanderCapellenet
Sirnonoseki
フ ァ ン ・デ ル ・カ ペ レ ン海 峡
[関 門 海 峡]と 下 関
VuededetroitetdelaVillede
Simonoseki,prisedeKokoura
下 関 の 海 峡 と 町 の 眺 め
VuedeHinユesimaCanalde
Boungo
姫 島一 豊 後 水 道
[雀] LechateaudeMarougame ,sur
l'iledeSikoff(皿erinterjeure)
四 国 の 丸 亀 城(瀬 戸 内 海)
Insulairesdelarnerinterieure
内 海 の 島 民
UnerueaSimonoseki
下 関 の 街 路
Costumed'hiverdespaysans
etdespecheurs









日本 の風 景 ・九 州[中 島 川 の岸 辺]
Jonquesdecaboteursjaponais
日 本 の 沿 岸 の ジ ャ ン ク
LeFousi-yama,volcaneteint








浦 賀 水 道
L'ileWebster
ウエ ブ ス タ島[金 沢 の港 の 小 島]
Partieduquartierfranca
Yokohama
横 浜 の フ ラ ン ス 人 街 の 一 部
UneruedeBenten-tori,a
Yokohama
横 浜 ・弁 天 通 り
Residenceduconsulgeneral
desPays-Bas,aBenten
弁 天 にあ る オ ラ ン ダ総 領 事 館
Lalogedesportiersdela
residencehollandaise







横 浜 の一 部 ・弁 天 の 遠 望
To,valetdechambrede
l'auteしLr
著 者 の部 屋 ボ ー イ の トオ
ToriouportesacreeaBenten
弁 天 社 の 鳥 居
Avenuedutemple,aBenten
弁 天 社 の 参 道
Bonzesenpriere
祈 祷 を捧 げ る僧 侶
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RestaurantaBenten
弁 天 の 料 理 屋




役 人(文 武 の 官 吏)居 宅 に戻 る
Lapopulationdelaplage
浜 の 住 民
Habitantsduquartierdes
yakounines





訪 問 に 出 る 日本 女 性
LeDieudelalongevite







猿 の 想 像 画 ・あ な熊 の 画
Ecureuilnoiretmartre.fouine
灰 色 リス と ブ ナ テ ン
Cultureduriz:labQuret
senユailles
稲 の 耕 作 地:耕 作 と種 ま き
Cultureduriz:transplantation
desplantsdelapepiriere
稲 の 耕 作 地:苗 の 植 え 付 け
Cultureduriz:moisson
稲 の 耕 作 地:刈 入 れ
Cultureduriz:battageet
ernballage















変 わ っ た 舟
[鳥] Typesdelaclassebourgeolse
典 型 的 な 町 人 階 級
RoutedeBentenaKanagawa
神 奈 川 弁 天 の 道
Jeuneコaponalseasatollette
化 粧 す る 日本 娘
Habltantdevllleencostume
dIhlver
冬 の 服 装 の 町 人
Scenedefamllle
家 庭 の場 面
Uneecole]aponalse
日本 の 学 校
Unevuedanslamerlnterleure
瀬 戸 内 海 の あ る風 景
〆
　モお,御モ蝋vrv一w物N卍,榊 て軸 　 蝙 醐vw
丶
Aquanum]aponais










子 供 の 遊 戯 一 木 馬 ・太 鼓 ・輪 回
し ・凧 上 げ一 そ の 他
Anclenarcher




昔 の 武 人 ・昔 の 射 手
Kioto(miyako)
京 都(み や こ)
Interpretesjaponais
日本 人 通 訳
Bonzed'ungradesuperieur
高 僧
驚 角置鞠 や サ、《`監冨5?睡
Kuni-Tori-Tatsi,lepremierdes
Dieuxcelestes
ク ニ ・ トリ[ト コ]・ タ チ[国 常







日本 南 部 の森 の 一 部
Pelerinsjaponais





田 舎 の 神 社 の社
Empereurjaponaisdesanciens
temps






下 関 ・亀 山八 幡 宮 の 狛 犬 の 像
Ancienchefdeclan,avecun
ceinturondeMagatamas
ま が 玉 の 革 帯 を した 昔 の 族 長
Costumedepretresduculte
Kami:benedictiond'amulettes
神 官 の 装 束;護i符 へ の 祝 福
Unpassagedemontagnesdans
leNipPonmeridional
日本 南 部 の森 の 中 の 旅 入
1870 283
Anclensculpteur
昔 の 彫 刻 家
ColllerdeMagatalnas
(Plerrerles)




京 都 の 司 教 の 礼 拝 堂 の 楽 士
[大坂地図]
Lelacd'01tz,presdeKloto





銅 鑼 を打 ち鉦 を な らす 僧 た ち
UnermlteaKloto





帝 の 馬 術 場,京 都[上 図]
Tlra!'arcaIacourdeKloto




帝 の宮 廷 の 舞 人 た ち
Dansepantomlmealacourdu
Mlkado
帝 の 宮 廷 の 無言 劇 踊 り
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JeunescavallersdeKloto















用 語 に潔 癖 す ぎる 貴 族
Onono-Komatch,lafemme
poete





野 天 の 天 文 家
Femmepoete





日本 の 寄 木細 工 の モ チ ー フ
Lescombatsdecoqs,alacour
deIlimperatrice,aKioto




長 崎 の 丘 の 墓 地
Suivantesdesdamesdela
cour,aKioto









将 軍 の 命 令 で 人 々 に 銀 の 授 与
LeMikado,10rsqゴiletait
encorevisible
帝,訪 問者 に 会 う時
DignitairedelacourdeKioto
京 都 宮 廷 の重 臣
UnDaimioencostumedecour




天 皇 行幸 の 図,京 都
VisiteduSiogounauMikado,a
Kioto
天皇 に将 軍 が表 敬 訪 問,京 都
InterpreteJaponaisen
costurnedecour
礼 服 着 用 の 通 訳
FemmepoetedeKioto







金 沢 の 港 の 入 口(右 岸)
Kanasawa:raubergeetl'ile
sacree
金 沢:旅 籠 屋 と神 聖 な 島
Uneservanted'auberge
宿 屋 の 女 中
Galerieaupremieretaged'une
hotelleriejaponaise













指揮 権 の 授 与
Valleederizieressurlaroute
deKanasawaaKamakoura
鎌 倉 か ら金 沢 へ 至 る 谷 の 光 景
LeSiogounetsonescorte





13世 紀 の 内 乱 で の 武 士 た ち
LeSiogounrepoussel'invasion
desMongols
蒙 古 軍 を撃 退 す る 将 軍 た ち
Pagoded'Hatchirnan(detail)
八 幡 宮 の 塔(細 部)
Gardiensduciel
天 の 番 人
CarnpementsurIeshauteurs
高 地 に 露営
Danseusedelacourde
Kamakoura
鎌 倉 幕 府 で舞 う
Templecentra1:vueprisede
Iaterrasse









鎌 倉八 幡 宮 の 宝 物 と塔
BatimentsenarrieredeIa
pagode
塔 の後 ろ の建 物
UntemplebouddhistaNagasaki
長 崎 の 寺
Lancierjaponais(troupesdu
Siogoun)
日本 の 槍 騎 兵(将 軍 の 部 隊)
Templecentrald'Hatchiman,a
Kamakoura
鎌 倉 八 幡 宮 本 殿
LeDaiboudhs,statuecolossale
dubouddhaaKamakoura
大 仏,鎌 倉 の 巨 大 な仏 陀 の 像
Bouddhaenfant
幼 年期 の 仏 陀
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BaptemeduBouddha
仏 陀 の 洗 礼[生 誕 祭]
Legrandjugedesenfers
地獄 の 大 審 判
Apparitiond'unefemmenoyee
身投 げ 女 の 幽 霊
Tengou,demondessonges
天 狗,悪 魔 の 夢
UnSe㎜in,saintdu
bouddhisme
仙 人,仏 教 の 聖 人
LegrandchapeletdefamiHe
家族 で大 数珠 を 回 して 供 養
[百 万 遍]
Boddhi-Dharma
ボ ツデ イ ーダ ー マ[達 磨]
Refectoired'unebonzerie
食 堂 の 僧 た ち
UnSennin,saintdu
Bouddhisrne




兵 士 の 守 讓iの 聖 人
Futen,leDieudesvents
風 天,風 の 神
Raiden,leDieudutonnerre
雷 電,雷 鳴 の 神
LeTats-Makioudragondes
typhons
大 風 の 竜 で あ る と こ ろ の 竜 巻
Unmiraclebouddhiste:bonze
bravantladecapitation
仏 教 の 奇 蹟:斬 首 を恐 れ ぬ 僧
Lepatronde1'equitation




頁ζ奪幽雇η聖驛郡,卿 煎、川 育眠 榊
Cerernoniesfunebres:service
mortuaireautemple
葬 式:寺 で 死 者 の 冥 福 を祈 り




浅 瀬 を渡 る[輦 台 渡 し]
LeBetoFaxiba









潜 伏 中 の 浪 人
Grandpretrebouddhistese
faisantadorer
夕 刻 の勤 行 を す る 僧 た ち
(念 仏 講)
LesupPlicedupuits
井 戸 の 刑
LeCango,palanquinarusage
dupeuple
カ ゴ,庶 民 用 の 駕 籠
Unemaisondethe
茶 屋
彡 λ ㎜ 糒
Ceremoniesfunebres:lebonze
desdernierssacrements
陰 気 な儀 式:臨 終 の 秘 跡 を行 な
う祈 祷 師
Taikosama(Fide-yosi)
太 閤 様(秀 吉)















品 川:客 引 きす る 宿 屋 の女 中
PorteursdeNorilnon





長 応 寺 の 入 口,オ ラ ン ダ総 領 事
館 とス イ ス大 使 館,江 戸
LagardelaLegationsuisse,a
Yedo
ス イス 領 事 館 の 護i衛 江 戸
LegationarnericaineaYedo
江 戸 の ア メ リ カ領 事 館
IdoleetgrotteduTjoodji




東 禅 寺,イ ギ リス 領 事 館,江 戸
VerandadelaLegation
anglatse,aYedo







波 止 番付 近 の 橋 江 戸
Lepalaisd'Arima
有 馬 候 屋 敷
Promenadeapieddansles
ruesdeYedo
江 戸 市 中 散 策
Ecuriespourlesbufnes,au
marchedeTakanawa
牛 の小 屋,高 輪 の 市 場
PetitssaltimbanquesaYedo




赤 羽 付 近 の 眺 望
Portaild'Atagosa-yama
愛 宕 山 の 鳥 居
Idolesderoratoired'Atagosa-
yama












江 戸:火 災 で 焼 け た 区域 と城 の
庭 園[下 図]
SoldatduTaikoun
大 君 の兵 士
ForgeronsaYedo
江 戸 の鍛:冶 屋
General,officiersetpage
Japona1S
将 軍,将 校 と小 姓
LeherosYashitzone
英 雄 義 経
Unmaitred'escrime
剣 道 師 範
LescrimeauJapon









大 君 の 大 寺 院 内 部,江 戸
ValetsqueteursduculteKami
三 河 万 才 と才 蔵
PretresseduculteKami
神 社 の 巫 女
Blockhausal'entreeducastel
城 の 入 口 の 櫓
AssembleedeDaimiosautour
dutroneduTaikoun
大 君 の 座 を 取 り巻 く諸 大 名
Latoiletted'unYakounine
役 人 の 身 繕 い
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HattamotosdeYedo
江 戸 の旗 本
Vueprisedanslequartier
aristocratiquedeSakourada








大 君 の 役 人 は 年 に一 度 大 君 一 族




江 戸 の 大 学 の 通 訳 学 校 生
Residencedefonctionnairesdu
90UVernement
政 府 の 役 人 の 邸 宅
[鋳物 の飾 り物]




武 士 の死 罪 判 決 を流 罪 に減 刑
LeHara-kiri:condamnation
d'unnobleausuicide
ハ ラ キ リ:貴 人 の 自殺 刑
Ledepotdesaccuses





















牢 屋 の 中 庭 にお け る斬 罪:二 つ













摂 政 の紋 章,イ カモ ン ノ カ ミ(い
わ ゆ る井 伊 掃 部頭)
Armesdestrolsplusgrallds
DalmlosduJapon
日本 にお け る三 大 大 名 の 紋 章
ArmesduprmcedeNagato
長 門 の大 名 の 紋 章
Blzen.Ak1(Armesduprlnce)









有 馬 ・黒 田 ・下 総(大 名 の紋 章)
WakasaOssoum1。Yamaslro
(Armesduprlnce)
若 狭 ・大 隅 ・山城(大 名 の 紋 章)
TangaSouwo.Slnano(Armes
duprlnce)
丹 後 ・諏 訪 ・信 濃(大 名 の 紋 章)
Levlllage,lelacetles
montagnesd'Akon1
ア コ ニ[箱 根 か]の 山 と湖 と村
ContreeduKwanto






江 戸 の 図
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